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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年10月8日(2020.10.8)

【公表番号】特表2019-533804(P2019-533804A)
【公表日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-047
【出願番号】特願2019-512606(P2019-512606)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   35/02     　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５０１Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５４１Ａ
   Ｇ０１Ｎ   35/02     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｍ    1/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月27日(2020.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のコンパートメントを備える、試料分析を実施するためのカートリッジであって、
第１のコンパートメント（２）が、前記試料を保持し、かつ、その表面の少なくとも一部
に捕捉試薬を付着した少なくとも１つの反応チャンバ（８）を備え、
第２のコンパートメント（３）が、少なくとも１つの試薬を収容するための少なくとも１
つの容器（１１）を備え、前記試薬が、前記第１のコンパートメントと流体連通した状態
であり、
前記第１のコンパートメント又は前記第２のコンパートメントと一体であるか又はそれら
とは別々の第３のコンパートメント（１）が、試薬及び／又は未反応の生成物を前記反応
チャンバ（８）から除去するために、前記反応チャンバと流体連通した状態、及び／又は
動作可能に連通した状態である抽出装置（４、５）を備え、
前記抽出装置が、可動部材（４）にマウントされて前記部材に対して可動なウィッキング
又は吸収性材料（５）を備えることにより、前記材料が前記反応チャンバへと送り出され
及び／又は前記反応チャンバから引き戻され得ることを特徴とする、カートリッジ。
【請求項２】
前記吸収性材料が、スプール（４）にマウントされ、前記スプールの第１の方向での円運
動により前記材料が送り出され、前記スプールの反対方向の円運動により前記材料が引き
戻される、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
前記吸収性材料（５）が、コンベアにマウントされ、前記コンベアの第１の方向での運動
により前記材料が送り出され、前記コンベアの反対方向の運動により前記材料が引き戻さ
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れる、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項４】
前記可動部材が、前記材料が送り出されたときには前記反応チャンバに浸漬し、引き戻さ
れたときには前記反応チャンバ（８）から取り出されるように構成される、請求項１から
３のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項５】
前記可動部材が、前記吸収性材料を切断するブレードを付属する、請求項１から４のいず
れか一項に記載のカートリッジ。
【請求項６】
前記試料が、生物試料である、請求項１から５のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項７】
前記捕捉試薬が、可逆的に又は非可逆的に、前記生物試料中の標的分析物に結合すること
ができる物質又は試薬である、請求項６に記載のカートリッジ。
【請求項８】
前記捕捉試薬が、抗体、アプタマー及びそのフラグメント、オリゴヌクレオチド、又は前
記分析物に対する他の特異的なリガンドもしくは受容体を含む群から選択される、請求項
７に記載のカートリッジ。
【請求項９】
前記捕捉試薬が、前記反応チャンバの表面の少なくとも一部に直接的に結合される、請求
項１から８のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
前記捕捉試薬に結合するアンカー物質の使用により、前記捕捉試薬が、前記反応チャンバ
の表面の少なくとも一部に間接的に結合される、請求項１から８のいずれか一項に記載の
カートリッジ。
【請求項１１】
前記アンカー物質が、レクチン、アビジン、オリゴヌクレオチド、ポリヌクレオチド、タ
ンパク質、及びレクチンを含む群から選択される、請求項１０に記載のカートリッジ。
【請求項１２】
前記アンカー物質がアビジンであり、前記捕捉試薬がビオチン結合パートナーを含むか、
又はその逆である、請求項１１に記載のカートリッジ。
【請求項１３】
前記アンカー物質がストレプトアビジンであり前記捕捉試薬がビオチン結合パートナーを
含むか、又はその逆である、請求項１２に記載のカートリッジ。
【請求項１４】
前記反応チャンバが、基部を備えるウェルの形をとり、前記基部が、前記捕捉試薬及び／
又はアンカー物質で被覆される、請求項１から１３のいずれか一項に記載のカートリッジ
。
【請求項１５】
前記第１のコンパートメント（２）が、複数の反応チャンバ（８ａ－８ｎ）を備える、請
求項１から１４のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項１６】
前記第１のコンパートメント（２）が、ウェルの形をとる反応チャンバ（８）を備え、前
記試料中の異なる標的分析物に対してそれぞれ特異的である複数の捕捉試薬が、前記反応
チャンバの下部に付けられる、請求項１から１５のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項１７】
前記捕捉試薬及び／又はアンカー物質が、常磁性粒子にカップリングされる、請求項１か
ら１６のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項１８】
前記第２のコンパートメント（３）が、複数の異なる試薬を収容するための複数の容器（
１１ａ-１１ｎ）を備え、各容器が、前記反応チャンバと流体連通した状態である、請求
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項１から１７のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項１９】
複数の別のコンパートメントを備え、少なくとも１つが、試薬を収容するための少なくと
も１つの容器を含み、前記試薬が、前記反応チャンバと流体連通した状態である、請求項
１から１８のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項２０】
前記第２のコンパートメントの前記試薬（１２）が、洗浄試薬、標識試薬もしくは標識済
み試薬、検出試薬、又は捕捉試薬を含む群から選択される、請求項１から１９のいずれか
一項に記載のカートリッジ。
【請求項２１】
前記標識試薬又は標識済み試薬が、酵素、発色団、又は発光団（たとえば蛍光マーカ、リ
ン光マーカ、生物発光マーカ、又は化学発光マーカ）；蛍光、リン光、化学発光又は生物
発光の分子又はイオンからの放射のモジュレータ；化学発光反応又は生物発光反応の補因
子；色を付けた粒子、磁気粒子、ＥＬＩＳＡシステム、着色したインジケータシステム、
抗体、アプタマー及びそのフラグメント、他の特異的なリガンド又は受容体、ならびにア
クリジニウムエステル（ＡＥ）分子を含む群から選択される、請求項２０に記載のカート
リッジ。
【請求項２２】
前記検出試薬が、酸中の過酸化水素及び／又はアルカリ性溶液である、請求項２０又は２
１に記載のカートリッジ。
【請求項２３】
前記容器のうちの少なくとも１つが、洗浄試薬を収容し、前記容器のうちの少なくとも１
つが、検出試薬を収容し、前記容器のうちの少なくとも１つが、標識試薬もしくは標識済
み試薬、又は捕捉試薬を収容する、請求項１８、又は、請求項１８に従属する場合の請求
項１９から２２のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項２４】
前記容器のうちの少なくとも１つが、洗浄試薬を収容し、前記容器のうちの少なくとも１
つが、第１の検出試薬を収容し、前記容器のうちの少なくとも１つが、第２の検出試薬を
収容し、前記容器のうちの少なくとも１つが、捕捉試薬を収容し、前記容器のうちの少な
くとも１つが、標識試薬又は標識済み試薬を収容する、請求項１８から２２のいずれか一
項に記載のカートリッジ。
【請求項２５】
前記第１の検出試薬が、酸中の過酸化水素であり、前記第２の検出試薬が、アルカリ溶液
であり、前記捕捉試薬が、ビオチン化した抗体であり、前記標識試薬が、ＡＥ標識済み抗
体である、請求項２４に記載のカートリッジ。
【請求項２６】
前記容器が、前記反応チャンバに前記試薬をポンピングするための少なくとも１つのポン
プを含む、請求項１から２５のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項２７】
前記容器が、前記反応チャンバへの試薬の流れを制御するための弁を含む、請求項１から
２６のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項２８】
各試薬が、前記容器の中に収められる密封パウチに収容され、前記パウチが、前記反応チ
ャンバへと至る導管のすぐ近くに存在し、それにより、アクティベータによる前記パウチ
への圧力の印加により、前記パウチが前記導管にその内容物を放出し、それを前記反応チ
ャンバに送達する、請求項１から２７のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項２９】
前記反応チャンバへの試薬の流れと前記吸収性材料の使用を同期させる制御装置（１６）
をさらに備える、請求項１から２８のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項３０】
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攪拌部材をさらに備え、それにより、前記反応チャンバの中の成分が混合される、請求項
１から２９のいずれか一項に記載のカートリッジ。
【請求項３１】
請求項１から３０のいずれか一項に記載のカートリッジと、読取り装置とを備え、前記読
取り装置は、前記カートリッジが前記読取り装置（１４）と機能的に連通した状態で配置
されることを可能にするように構成される、ポイントオブケアアッセイ装置。
【請求項３２】
前記読取り装置が、ドッキング手段又は位置合わせ手段を備えて、前記カートリッジが前
記読取り装置に挿入される、配置される、又は付けられることを可能にする、請求項３１
に記載のポイントオブケアアッセイ装置。
【請求項３３】
前記読取り装置が、前記捕捉試薬及び／又は標識試薬もしくは標識済み試薬を検出するた
めの検出器（１７）を備える、請求項３１又は３２に記載のポイントオブケアアッセイ装
置。
【請求項３４】
前記読取り装置（１４）が、モータ（１５）を備え、前記モータは、前記カートリッジが
前記読取り装置に挿入されたとき、前記カートリッジの前記可動部材（４）に係合し、そ
れによって前記吸収性材料（５）の送り出し及び引戻しを可能にするように構成される、
請求項３１から３３のいずれか一項に記載のポイントオブケアアッセイ装置。
【請求項３５】
前記読取り装置（１４）が、前記反応チャンバへの前記試薬の流れと前記吸収性材料及び
／又は前記モータの使用を同期させる制御装置（１６）を備える、請求項３１から３４の
いずれか一項に記載のポイントオブケアアッセイ装置。
【請求項３６】
前記読取り装置が、試薬及び／又は洗浄溶液の投入後、前記反応チャンバ又はその内容物
の攪拌を引き起こす装置を備える、請求項３１から３５のいずれか一項に記載のポイント
オブケアアッセイ装置。
【請求項３７】
ポイントオブケアアッセイ（ＰＯＣＴ）装置用パーツのキットであって、
請求項１から３０のいずれか一項に記載の少なくとも１つのカートリッジと、
前記カートリッジと機能的に連通するように構成された少なくとも１つの読取り装置（１
４）とを備え、それにより、前記カートリッジ内のアッセイ試薬を使用して、生物試料中
の少なくとも１つの分析物を識別するためのＰＯＣＴを行うことができる、キット。
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